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研究成果の概要（和文）：障害者ケアワーカーの離職防止と良質なケアサービス保障のために、身体障害者施設職員と
知的障害者施設職員のウェルビーイングに関わる心理社会的要因を検討した。いずれの施設でも、職員の抑うつと仕事
満足感に関わる主な要因は、若年齢、役割曖昧感、上司のサポートであったことから、障害者ケアワーカーのウェルビ
ーイング支援には、若年職員の個々の業務内容の明確化、キャリアパスが見通せる人事体制の構築、上司によるサポー
トの充実が最も重要と考えられた。

研究成果の概要（英文）：In order to prevent resignation of care workers for persons with disabilities and 
to promote safe and high quality care service, the present study aimed to investigate psychosocial 
factors related to well-being of the staff at nursing homes for aging adults with physical disabilities 
and those with intellectual disabilities. Among both of them, younger staff, role ambiguity, and social 
support from supervisors were main factors of both depression and job satisfaction. These findings 
suggest that the clarification of each young staff's role, the human resource management enabling 
foreseeing career paths, and the improvement of social support from supervisors are primary to promote 
well-being of care workers for persons with disabilities.

研究分野：公衆衛生学
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１．研究開始当初の背景 
（１）急速な高齢化に伴い、我が国の社会福
祉施設従事者は平成 16年の 72万人から平成
20年には 78万人に増加してきた。障害者の
高齢化・重度化も急速に進んでおり、身体障
害者では認知機能障害・精神障害を併せ持つ
ケースも多く、質・量ともに高いケアサービ
スが必要となってきている。また、障害者総
合支援法の施行により、障害者が自立生活を
営む上でのケアニーズが増加することが予
想され、障害者ケアサービスを保障する人材
確保は喫緊の課題となっている。 
 
（２）他方、社会福祉労働者に関しては、対
人ケアサービス業務によるストレスやメン
タルヘルスの問題、労働環境、人間関係など
にかかわる仕事満足感の低さが、かねてより
社会問題とされており、これらが人材不足や
サービスの質の低下の大きな原因となって
きた。メンタルヘルスや満足感などの主観的
な“ウェルビーイング”は、WHO 憲章によ
る健康の定義に含まれており、ケアワーカー
のウェルビーイングを保持増進することは、
良質なケアサービスを保障する人材確保の
前提条件といえる。 
 
（３）しかし、ケアワーカーのメンタルヘル
スや仕事満足感などのウェルビーイングに
関する研究は、これまで主に看護領域や高齢
者領域で行われており、障害者領域では甚だ
少ない。障害者ケアワーカーのメンタルヘル
スや仕事満足感に関わる心理社会的要因を
解明し、ウェルビーイング保持増進策を検討
する必要がある。 
 
２．研究の目的 
以上をふまえ、本研究では、身体障害者施
設と知的障害者施設の職員を対象とする調
査から、以下の点を検討する。 

 
（１）身体障害者施設、知的障害者施設の職
員それぞれに関して、職業性ストレスモデル
にもとづき、抑うつ・仕事満足感に関連する
心理社会的要因を明らかにする。 
 
（２）身体障害者・知的障害者の各施設にお
ける職員の抑うつの低減・仕事満足感の増大
にむけて、支援アプローチを検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）2012 年度は身体障害者ケアワーカー
に関する実証検討を行った。関東地方９カ所

の身体障害者施設職員を対象とする無記名
自記式調査（実施数 457、回収数 313（回収
率 68.5％））から、抑うつ・仕事満足感に関
連する心理社会的要因を明らかにした。調査
項目は、抑うつ、仕事満足感、個人要因（年
齢、性別、保有資格）、職業性ストレス（日
常業務ストレス 29 項目、量的負担、役割葛
藤、役割曖昧）、緩衝要因（ソーシャルサポ
ート）である。分析は、①抑うつ・仕事満足
感と日常業務ストレスの状況を明らかにし、
②職業性ストレスモデルにもとづき、抑う
つ・仕事満足感それぞれに関わる心理社会的
要因（職業性ストレス、個人要因、緩衝要因）
について、単変量解析および多変量解析によ
り検討した。 
 
（２）2013 年度は知的障害者ケアワーカー
に関する実証検討を行った。神奈川、静岡、
埼玉 39 カ所の知的障害者施設職員を対象と
する無記名自記式調査（実施数 1475、回収
数 1110（回収率 75.3％））から、抑うつ・仕
事満足感に関連する心理社会的要因を明ら
かにした。調査項目は、2012 年度と同様の
項目であり（日常業務ストレスの項目のみ、
知的障害者施設用に変更）、分析も同様に実
施した。 
 
（３）2014 年度はこれまでの結果をふまえ
て、抑うつ低減・仕事満足感増大のポイント
を施設種類ごとに総括し、具体的支援策を組
織レベル・個人レベルの両面から包括的に検
討した。 
 
４．研究成果 
（１）身体障害者ケアワーカーの抑うつ・仕
事満足感に関連する心理社会的要因 
①抑うつの要因：年齢が若い、介護支援専門
員の資格がない、体位・姿勢保持業務あるい
は入居者の個人的な趣味・レクリエーション
活動支援業務にストレスを感じる、役割曖昧
感が高い、役割葛藤感が高い、上司、同僚、
家族の各サポートが少ないことが、それぞれ
独立的に抑うつを高めていた。また、家族か
らのサポートは個人的な趣味・レクリエーシ
ョン活動業務のストレッサーを緩衝してお
り、ソーシャルサポートの中でも特に重要で
あることが示された。 
②仕事満足感の要因：女性、ヘルパー資格が
ある、コミュニケーションに関するストレッ
サーが少ない、役割曖昧感が少ない、上司か
らのサポートが多いことが、それぞれ独立的
に仕事満足感を高めていた。 



 
（２）知的障害者ケアワーカーの抑うつ・仕
事満足感に関連する心理社会的要因 
①抑うつの要因：年齢が若い、職員間の連絡、
ケア関連会議、起居・就寝（声掛けや誘導）
業務にストレスを感じる、役割曖昧感が高い、
役割葛藤感が高い、上司からのサポートが少
ないことが、それぞれ独立的に抑うつを高め
ていた。 
②仕事満足感の要因：年齢が高い、ヘルパー
資格がある、役割曖昧感が低い、上司からの
サポートが多いことが、それぞれ独立的に仕
事満足感を高めていた。 
 
（３）障害者ケアワーカーの抑うつ低減・仕
事満足感増大のポイント 
以上で明らかになった、身体障害者施設、
知的障害者施設の各施設における抑うつ低
減と仕事満足感増大のためのポイントを総
括すると、次のようになる。 
両施設ともに、抑うつ低減・仕事満足感増
大に共通する主な要因は、役割曖昧感の低減、
上司のサポートの増加、若年職員への配慮で
あり、これらが障害者ケアワーカーのウェル
ビーイング支援の最重点と考えられた。この
他、①身体障害者施設では、男性職員への配
慮、体位・姿勢保持業務、入居者の趣味・レ
クリエーション活動支援の業務、コミュニケ
ーションに関するストレッサーの低減、同僚、
家族のサポートの増加、②知的障害者施設で
は、職員間の連絡、ケア関連会議、起居・就
寝（声かけや誘導）の業務ストレッサーの低
減があげられた。 
 
（４）障害者ケアワーカーのウェルボーイン
グ支援策 
上記をふまえて、障害者ケアワーカーのウ
ェルビーイング支援策について、組織レベ
ル・個人レベルの両面から包括的に検討した。 
身体障害者施設・知的障害者施設ともに、
若年職員の個々の業務内容の明確化、キャリ
アパスが見通せる人事体制の構築、上司によ
るサポートの充実が不可欠である。そのほか
各施設個別には、①身体障害者施設では、入
居者の趣味・レクリエーション活動支援への
外部ボランティア活用、重度障害者の介護技
術に関する研修、職員間の交流活動（短時間
のブリーフィングや QC活動等）が有効と考
えられるが、これらの研修や交流活動への参
加時間確保のために業務調整が必要となる。
②知的障害者施設では、若年職員の夜勤や早
朝対応に関するマンツーマン指導、人事体制

の構築の上で報酬単価等の見直し促進が求
められる。 
 
（５）まとめ 
本研究では、身体障害者施設と知的障害者
施設におけるケアワーカーのウェルビーイ
ング支援策を包括的に検討し、若年職員への
配慮、役割曖昧感の低減、上司のサポートの
増加が、両施設に共通する最重点課題である
ことを明らかにした。また、施設種類の違い
による個別的課題についても整理すること
ができた。本知見は、良質な障害者ケアサー
ビスを保障する人材確保をすすめる上で重
要な意義を持つものである。 
今後さらに、実践現場での若手職員へのヒ
アリングなどの質的調査によりニーズを詳
細に把握するとともに、具体的な支援プログ
ラムを実践し効果評価を行う介入研究が必
要である。 
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